1　概　　　況　（従業者４人以上の事業所）
　　　平成１６年工業統計調査（調査期日　平成１６年１２月３１日）の本県の集計結果は以下　　のとおりである。

　　　事業所数は　３,１０６事業所で、前年に比べて２６１事業所（▲７．８％）減少した。

　　　従業者数は　７万６,３８６人で、前年に比べて１,６４０人（▲２．１％）減少した。

　　　製造品出荷額等は　１兆８,１３３億円で、前年に比べて６５８億円(３．８％)増加した。

　　　粗付加価値額は　７,９２０億円で、前年に比べて１６６億円（２．１％）増加した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別表１）

　 eq \o\ad(概況表,　　　　　　　　)
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	平成１５年
	平成１６年
	対前年比
	増　　減

	 　事業所数
	　　　　 3,367
	　　　　 3,106
	　　▲7.8
	▲261

	 　従業者数(人)
	　　　　78,026
	　　　　76,386
	　　▲2.1
	　　　▲1,640

	 　製造品出荷額等(百万円)
	　　 1,747,552
	　　 1,813,319
	　  　3.8
	　　   65,767 

	 　粗付加価値額(百万円)
	　　　 775,391
	　　　 791,956
	　　　2.1　　
	16,565
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　福井県工業の推移（平成１２年＝１００）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１２年＝１００）

	
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16

	事業所数
	126.8
	120.3
	117.9
	115.6
	113.8
	111.1
	108.3
	105.4
	100.0
	97.5
	88.1
	87.5
	80.7

	従業者数
	119.1
	114.9
	112.3
	110.0
	108.7
	106.8
	106.0
	102.9
	100.0
	96.9
	91.0
	89.8
	87.9

	製造品出荷額等
	104.7
	97.5
	94.1
	97.4
	99.3
	103.2
	98.4
	95.1
	100.0
	90.0
	85.5
	88.5
	91.8

	粗付加価値額
	113.2
	106.6
	104.1
	104.6
	107.0
	112.4
	106.7
	91.5
	100.0
	98.8
	95.1
	95.1
	97.2


2　事業所数（従業者４人以上の事業所）

　　事業所数は３,１０６事業所で、前年に比べ２６１事業所減（▲７．８％）となり、平成４年

から１３年続けて減少した。

　（１）産業別
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事業所数の最も多い業種は、繊維（６０９事業所　構成比１９．６％）で、以下、精密機械（２９６事業所　同９．５％）、食料品（２９４事業所　同９．５％）、衣服（２６７事業所　同８．６％）の順となった。

産業別に前年と比べると、増加した業種は､情報通信機械（２事業所増　前年比１３．３％増）のみで、増減のなかった業種は、石油・石炭と鉄鋼の２業種で、他の業種はすべて減少した。減少数の多い順から、繊維（５９事業所減　同▲８．８％）、精密機械（３５事業所減　同▲１０.６％）、食料品（２５事業所減　同▲７．８％）の順となった。　（別表５）

　（２）従業者規模別
従業者規模別に前年と比べると、増加したのは、増加数の多い順から、２０～２９人規模（８事業所増　前年比２．６％増）、１００～２９９人規模（４事業所増　同４．０％増）などで、減少したのは、減少数の多い順から、４～９人規模（２５２事業所減　同▲１３．７％）、１０～１９人規模（１４事業所減　同▲１．９％）などで、従業者規模の小さい事業所で減少傾向にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別表６）

　（３）市町村別・広域圏別
市町村別に前年と比べると、増加した市町村は、上志比村（１事業所増　前年比５．０％増）のみで、２３市町村で減少しており、減少数の多い順から、福井市（５５事業所減　同▲７．４％）、鯖江市（５０事業所減　同▲８．７％）、越前市（４１事業所減　同▲８．０％）などとなった。

広域圏別に前年と比べると、増加した地区はなく、減少したのは、減少数の多い順から、福井坂井地区（１１７事業所減　同▲７．７％）、丹南地区（１０３事業所減　同▲８．１％）、嶺南地区（２６事業所減　同▲７．７％）、大野勝山地区（１５事業所減　同▲６．２％）となった。

（市町村別統計表１、広域市町村圏別統計表１）

3 従業者数（従業者４人以上の事業所）

従業者数は７６,３８６人で、前年に比べ１,６４０人減（▲２．１％）となり、平成４年から１３年続けて減少した。

　（１）産業別
従業者数の最も多い業種は、繊維（１２，６９７人　構成比１６．６％）で、以下、
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電子・デバイス（９,２２４人　同１２．１％）、衣服（６,２８８人　同８．２％）、精密機械（５,８３５人　同７．６％）、食料品（５,４８０人　同７．２％）の順となっており、構成比では前年と比べ、大きな変動はなかった。　　　　　　　　　　　　（別表７）

産業別に前年と比べると、増加した業種は４業種で、増加人数の多い順から、一般機械（２２７人増　前年比５．５％増）、金属（１９０人増　同４．３％増）、印刷（３４人増　同１．６％増）、非鉄金属（１人増　同０．１％増）となっており、減少した業種は１９業種で、減少人数の多い順から、繊維（３２８人減　▲２．５％）、プラスチック（３２４人減　同▲６．９％）、化学（２０４人減　▲３．４％）、電気機械（１８０人減　▲４．１％）となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　従業者数の前年比
	
	平成１５年
	平成１６年
	前年比
	増　　減

	総　　　　数
	78,026
	76,386
	▲2.1
	▲1,640

	男
	45,003
	44,505
	▲1.1
	▲498

	女
	33,023
	31,881
	▲3.4
	▲1,142

	常用労働者
	76,878
	75,485
	▲1.8
	▲1,393

	個人・無給家族
	1,148
	901
	▲21.5
	▲247


　（２）従業者規模別
従業者規模別に前年と比べると、増加したのは、増加人数の多い順から、１００～２９９人規模（２２１人増　前年比１．３％増）、２０～２９人規模（１４２人増　同１．９％増）で、減少したのは、減少人数の多い順から、４～９人規模（１，２１４人減　同▲１１．５％）、３０～９９人規模（５７３人減　同▲３．０％）となった。　　　　　（別表８）

　（３）市町村別・広域圏別
従業者数の最も多い市町村は、福井市(１６,８８６人 構成比２２．１％)で、以下、越前市(１３,９９４人 同１８．３％)、鯖江市(１０,１９５人 同１３．３％)の順となった。

市町村別に前年と比べると、小浜市（４１人増　前年比１．７％増）、美山町（２６人増同６．３％増）など９市町村で増加し、１７市町村減少した。

　　　広域圏別に前年と比べると、すべての地区で減少し、減少人数の多い順から、丹南地区、福井坂井地区、嶺南地区、大野勝山地区の順となった。　

　（市町村別統計表１、広域市町村圏別統計表１）

4 製造品出荷額等（従業者４人以上の事業所）

製造品出荷額等は１兆８,１３３億円で、前年に比べ６５８億円増（前年比３．８％増）となり、２年連続の増加となった。

　（１）産業別
[image: image9.wmf]従業者数（７万６，３８６人）の産業中分類別構成比
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出荷額等が最も多い業種は、電子・デバイス（２,９６４億円　構成比１６．３％）で、

以下、化学（２,４０４億円　同１３．３％）､繊維（１，９２２億円　同１０．６％）、

電気機械（１，３６０億円　同７．５％）、プラスチック（１，１６６億円　同６．４％）の順となった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別表９）

産業別に前年と比べると、増加した業種は１３業種で、増加額の多い順から、電子・デバイス（３２３億円増　同１２．２％増）、化学（２９８億円増　前年比１４．２％増）、一般機械（１２４億円増　同１３．３％増）となり、減少した業種は１１業種で、減少額の多い順から、電気機械（１２６億円減　同▲８．５％）、情報通信機械（７１億円減　同▲３１．１％）、衣服（２２億円減　同▲３．０％）となった。また、鉄鋼、非鉄金属、電子・デバイスの３業種は、３年連続して増加した。

（２）従業者規模別
従業者規模別に前年と比べると、増加したのは、増加額の多い順から、３００人以上規模（３５１億円増　前年比６．６％増）、３０～９９人規模（１４５億円増　同３．７％増）で、減少したのは、減少額の多い順から、４～９人規模（６２億円減　同▲６．４％）、１０～１９人規模（２６億円減　同▲２．２％）となり、従業者規模の大きい事業所では増加傾向に、従業者規模の小さい事業所では減少傾向にある。　　　　　　　　　（別表１０）
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（３）市町村別・広域圏別
出荷額等が最も多い市町村は、越前市（３,８０４億円　構成比２１．０％）で、以下、

福井市（３，１５７億円　同１７．４％）、江市（１，６４６億円　同９．１％）の順となった。また、勝山市では５年連続の増加となった。

市町村別に前年と比べると、福井市（１４４億円増　前年比４．８％増）、勝山市(１４０億円増　同１６．５％増)など１９市町村で増加した。

広域圏別に前年と比べると、すべての地区で増加した。出荷額等が最も大きい地区は、

福井坂井地区（３，５０６億円　構成比４５．５％）で、以下、丹南地区、嶺南地区、大野勝山地区の順となっている。　　　　　　（市町村別統計表１、広域市町村圏別統計表１）

（４）産業３類型別

　　　産業３類型別で出荷額等が最も多いのは、基礎素材型産業で、以下、加工組立型、生活関連型の順となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別表１２）
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	越前市
	福井市
	江市
	敦賀市
	あわら市
	三国町
	春江町
	勝山市
	若狭町
	坂井町
	大野市
	その他

	１５年
	3870
	3013
	1604
	1201
	1177
	1161
	1071
	848
	522
	562
	522
	2163

	１６年
	3804
	3157
	1646
	1295
	1203
	1180
	1147
	989
	552
	544
	525
	2091

	増減額
	-66
	143
	42
	95
	25
	19
	76
	140
	30
	-18
	3
	72


[image: image12.wmf]産業３類型別製造品出荷額等の構成比の推移
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	１０年
	１１年
	１２年
	１３年
	１４年
	１５年
	１６年

	基礎素材型
	35.3
	35.2
	35.5
	37.5
	37.9
	38.8
	39.7

	加工組立型
	36.0
	37.1
	40.2
	37.4
	37.9
	38.8
	38.8

	生活関連型
	28.8
	27.6
	24.3
	25.1
	24.2
	22.4
	21.6


　（注）基礎素材型………木材、パルプ・紙、化学、石油・石炭、プラスチック、ゴム、窯業・土石、　　　　　　　　　　　　　鉄鋼、非鉄金属、金属

　　　　加工組立型………一般機械、電気機械、情報通信機械、電子･デバイス、輸送機械、精密機械

　　　　生活関連型………食料品、飲料・飼料、繊維、衣服、家具、印刷、皮革、その他

5 粗付加価値額（従業者４人以上の事業所）

　　粗付加価値額は７，９２０億円で、前年に比べ１６６億円増（前年比２．１％増）となり、２年連続の増加となった。

産業別に前年と比べると、増加した業種は１１業種で、増加額の多い順から、電子・デバイス（１５８億円増　前年比１６．１％増）、化学（７６億円増 同７．８％増）、プラスチック（２４億円増 同３．８％増）、窯業・土石（２４億円増 同５．４％増）となり、減少した業種は１３業種で、減少額の多い順から、非鉄金属（６７億円減 同▲２１．４％）、電気機械（４２億円減 同▲７．６％）、食料品（１６億円減　同▲５．３％）、情報通信機械（９億円減　同▲１１．３％）となった。また、印刷は３年連続して増加となった。　　　（別表１３）

　　　　　　　　　　　　　　粗付加価値額
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　　なお、粗付加価値率（＝
　×１００）は４３．７％となり、前年より　　　　　　　　　　　　　　　 製造品出荷額等

　０．７ポイント低下した。

6 付加価値額（従業者３０人以上の事業所）

　　付加価値額は５，７１４億円で、前年に比べ２６４億円増（前年比４．８％増）となった。

産業別に前年と比べると、増加した業種は１３業種で、増加額の多い順から、電子・デバイス（１９８億円増　前年比２４．７％増）、化学（９１億円増　同１１．０％増）、プラスチック（４０億円増　同７．６％増）となり、減少した業種は１０業種で、減少額の多い順から、非鉄金属（８０億円減　同▲２９．７％）、電気機械（２１億円減　同▲４．５％）、輸送機械（１３億円減　同▲７．１％）となった。なお、従業者１人１か月当たりの付加価値額は９６万円で、前年より５万円の増加となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付加価値額
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　　また、付加価値率（＝　
　　　　×１００）は

　　　　　　　　　　　　　生産額－（内国消費税額＋推計消費税額）

　３８．９％となり、前年と同じであった。　　　　　　　　　　　（別表１４，中分類別８）

7 原材料使用額等（従業者４人以上の事業所）

原材料使用額等は９,８８０億円で、前年に比べ４８５億円増（前年比７．０％増）となった。

産業別に前年と比べると、増加した業種は１１業種で、増加額の多い順から、電子・デバイス（１７億円増　前年比９．６％増）、化学（１３億円増　同２０．３％増）となり、減少した業種は１３業種で、減少額の多い順から、食料品（１３億円減　同▲０．５％）､飲料・飼料（９億円減　同▲２．６％）､家具（６億円減　同▲８．７％）となった。

　　また、従業者３０人以上の事業所の原材料使用額等は８，３５５億円となった。

内訳は、原材料費７，００９億円（構成比８３．９％）、燃料費１５１億円（同１．８％）、電力料２７６億円（同３.３％）、委託生産費９１８億円（同１１．０％）となっている。

なお、従業者３０人以上の事業所の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原材料使用額等

　　　　　　原材料率（＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×１００）は

　　　　　　　　　　　　　生産額－（内国消費税額＋推計消費税額）

　５６．９％となり、前年より０．４ポイント上回った。　　　（別表１５，中分類別７・８）

8 現金給与総額（従業者４人以上の事業所）

現金給与総額は２，９５５億円で、前年に比べ２４億円減（▲０．８％）となった。

産業別に前年と比べると、増加した業種は９業種で、増加額の多い順から、電子・デバイス（２８億円増　前年比６．３％増）、一般機械（１４億円増　同７．５％増）、金属（７億円増　同４．１％増）となり、減少した業種は１５業種で、減少額の多い順から、化学（２３億円減　同▲９．５％）、電気機械（１７億円減　同▲９．３％）、精密機械（１１億円減　同▲５．７％）となった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別表１６）

9 製造品等在庫額 （従業者３０人以上の事業所）

　　年末在庫額は１，５８４億円で、前年に比べ８７億円増（前年比５．８％増）となった。

在庫額が最も多い業種は、化学（２９６億円　構成比１８．７％）で、以下、電子・デバイス（２１９億円　同１３．８％）、プラスチック（１３１億円　同８．３％）、一般機械（１１９億円　同７．５％）の順となっている。

　　　　　　　　　　　　 　　　　年末在庫額

　　なお、在庫率（＝
×１００）は、１０．８％

　　　　　　　　　　　生産額－（内国消費税額＋推計消費税額）

　となり、前年より０．１ポイント上回った。　　　　　　　　　　　　　（別表１７，１８）

10 有形固定資産投資額（従業者３０人以上の事業所）

　　　有形固定資産投資額は６７１億円で、前年に比べ１４４億円増（前年比２７．３％増）となった。

産業別に前年と比べると、増加した業種は１６業種で、増加額の多い順から、電子・デバイス（６０億円増　前年比４９．８％増）、窯業・土石（３６億円増 同１２６．０％増）、化学（２５億円増 同３１．２％増）となり、減少した業種は７業種で、減少額の多い順から、金属（１４億円減　同▲５２．８％）、情報通信機械（１１億円減　同▲７０．６％）、食料品（７億円減 同▲５３．１％）となった。　　　　　　　　　　　　　　（別表１９）

11 工業用地（従業者３０人以上の事業所）

工業用地敷地面積は１，２５８万ｍ２で、前年に比べ１万ｍ２減となった。

　　　１事業所当たりでみると２６，０９４ｍ２で、前年に比べ１２９ｍ２増加した。

敷地面積が最も大きい業種は、繊維（２３７万ｍ２　構成比１８．８％）で、以下、化学（

２１７万ｍ２　同１７．３％）、非鉄金属（１３０万ｍ２　同１０．３％）、電気機械（

９８万ｍ２　同７．８％）の順となっている。　　　　　　　　 （用地・用水統計表１）

　　　　　　　敷地面積および建築面積（従業者３０人以上の事業所）の前年比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％、ｍ２）

	
	平成１５年
	平成１６年
	前年比
	１事業所当たり

	　事業所数
	485
	482
	　　　　-
	　　　　　　　　-

	　敷地面積
	　　　12,593,105　
	　　　12,577,197　
	　　 ▲0.1
	　　　　　 26,094

	　建築面積
	　　　 3,385,631　
	　　　 3,370,788　
	　　 ▲0.4
	　　　　　　6,993

	　延べ建築面積
	　　　 4,670,375　
	　　　 4,626,183　
	　　 ▲0.9
	　　　　　　9,598


12 工業用水（従業者３０人以上の事業所）

　　　工業用水の１日当たりの使用量は８３万ｍ３で、前年に比べ０．２万ｍ３増となった。

１日当たりの水源別水量では、回収水（４７万ｍ３　構成比５６．７％）が最も多く、以下、井戸水（２７万ｍ３　同３１．８％）、工業用水道（６万ｍ３　同７.２％）の順となっている。

１日当たりの用途別水量では、冷却用水・温調用水（６４万ｍ３　構成比７６．１％）が最も多く、以下、製品処理・洗じょう用水（１５万ｍ３　同１８．３％）、その他（２万ｍ３　同３．０％）の順となっている。

　　　１事業所当たりでは、およそ０．１７３万ｍ３と前年とほぼ同じとなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別表２１～２３）

13 特産工業品（従業者４人以上の事業所）

　　　本県の特産工業品として、「絹・人絹織物」、「細幅織物」、「洋紙・和紙・ふすま紙」、「打刃物」、「眼鏡・眼鏡枠」、「漆器」の６品目を集計した。

　　　なお、事業所において異なった種類の品目を製造あるいは賃加工している場合は、それぞ　　れ該当事業所数に計上し、「延事業所数」として示したため、産業中・細分類別統計表の数　　値とは一致しない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別表２４）

　　　　　　　　　　　　特産工業品別、延事業所数、出荷額等の前年比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、％）

	

	延　事　業　所　数
	出　荷　額　等

	
	１５年
	１６年
	前年比
	１５年
	１６年
	前年比

	 絹・人絹織物　　　　
	　　　267
	　　　242
	　 ▲9.2
	　 42,563
	　 43,784
	2.9

	 細幅織物　　　　　　
	　　　124 
	　　　112 
	　 ▲9.6
	　 16,799
	　 16,490
	　 ▲1.8

	 洋紙・和紙・ふすま紙
	　　   58
	　　   54
	　 ▲6.9
	　　6,681
	　　7,725
	　 15.6

	 打刃物　　　　　　　
	　　　 15
	　　　 14
	　 ▲6.6
	　　　457
	　　　419
	▲8.3

	 眼鏡・眼鏡枠　　　　
	　　  405
	　　  365
	　 ▲2.6
	　 77,908
	　 76,529
	▲1.8

	 漆器　　　　　　　　
	　　　105
	　　　102
	　 ▲9.9
	　  5,388
	　  5,062
	　 ▲6.1

	 合計　　　　　　　　
	　  　974
	　  　889
	▲8.7
	　149,797
	　150,009
	0.1


　　　（注：出荷額等・・・製造品出荷額と加工賃収入額の計）
特産工業品別、出荷額等の推移
（単位：億円）

	
	１０年
	１１年
	１２年
	１３年
	１４年
	１５年
	１６年

	 絹・人絹織物　　　　
	    493
	    603
	　　572
	　　527
	　　445
	　　426
	    438

	 細幅織物　　　　　　
	180
	    165
	　　169
	　　160
	　　158
	　　168
	    165

	 洋紙・和紙・ふすま紙
	     58
	     65
	　 　66
	　　 60
	　　 73
	　　 67
	     77

	 打刃物　　　　　　　
	      6
	      6
	      6
	　　　5
	　　　5
	　　　5
	      4

	 眼鏡・眼鏡枠　　　　
	  1,090
	  1,125
	  1,174
	　  977
	　  830
	　  779
	  　765

	 漆器　　　　　　　　
	     85
	     97
	     90
	　　 61
	　　 59
	　　 54
	     51

	 合計　　　　　　　　
	  1,912
	  2,060
	  2,076
	　1,790
	　1,571
	　1,498
	  1,500


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注：出荷額等・・・製造品出荷額と加工賃収入額の計）

　　　　※特産工業品目を見直し、それぞれ該当する品目コードの上位４桁にて集計
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